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損害防止サーキュラー No.10-08 
 
 
Maritime Security Assessment   マラッカ海峡 
 
 
イントロダクション 
狭いマラッカ海峡はマレーシア、インドネシアそしてシンガポールに囲まれている。 
インド洋と太平洋の間を航行する６万隻以上の船舶にとってはボトルネックともいえるところである。 
海賊の脅威は常に有ったものであるが、しかし、それは過去２０年にわたって大いに増加しているのでる。 

海賊は小さな犯罪者や組織された犯罪シンジケートから武装した分離主義者や軍事集団まで含んでいる

。 
 
マラッカ海峡における海賊の最近の展開と武装強盗 
過去３年のマラッカ海峡における船舶への襲撃件数は大きく減少した。 International Maritime 
Bureauによれば２００４年には３８と報告された事件が次の二年間、１２、１１と落ち込み、２００７年には７

まで落ちた。 
海賊と武装強盗の世界的なホット・スポットの一つであったが、海峡の船舶の高密度な通航量を考えるな

らば相対的に安全な水域になってきている。２００６年と２００７年に報告された襲撃はすべて航行中の船

舶に対してのものである。 これは殆どの船舶が海峡を通過するだけであるという事実に関係している。 
マレーシアやシンガポールの水域における事件数に関して、東南アジアにおける交通量と海賊数の高い

数字を見るならば、停泊中あるいは錨泊中の船舶もまた比較的に安全である。 
これは港の安全対策が一般的に効果的であることを指摘している。 

驚くべきことに襲撃の成功件数は２００６年の全襲撃件数の僅か５５%であり、２００７年は更に低く４２％で

ある。 
この地域の長い海賊の歴史を思い浮かべるならば、より高い「プロフェッショナリズム」により、より高い確

率にて襲撃が成功することが予期される。 

全襲撃件数はあまりにも低く統計的に有効な判断ができにくいが、経験の欠けた未熟な海賊との指摘が

できる。 
 
地域的対策 
２００４年から２００７年の間、報告された襲撃件数は８０%以上減少し、２００５年単年では６８%減少してい

る。 この期間の劇的な減少の背景にはいくつかの理由がある。 

２００４年においてマラッカ海峡の沿岸諸国は三者が主導し、年間を通じ、協調してパトロール部隊を巡回

させることを始めた。 この協力を完全にするために海空監視作戦「Eye in the 
Sky」(EIS)が同じ期間発動された。 
これらの二つの対応は目に見える抑止力となり、マラッカ海峡における海賊や強盗の件数の劇的な減少

に貢献した。 

加えてマレーシアはマレーシア水域を通航する船舶をモニターし、マレーシア警察による巡回を増加する

独自の対策を実施している。 
 
結論 
近年、船舶に向かうテロの脅威が治安報告書や評価において注目されている。 
この地域で海賊や武装強盗と戦うため、沿岸諸国によって取られている手段はテロリスト集団が海運業界

を攻撃することの防止となっていることに一役買っている。協力が続くならばマラッカ海峡における船舶に

対する海賊及びテロの双方の脅威を更に減少することがありえよう。 
 
我々はBestia Risk Consultingに以上の情報の提供を感謝する。 
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